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英語活動における教材としての英語絵本

一言語への気づきを中心に一

後 呂 直 輝

はじめに

本研究は、教材のーっとして英語絵本について、これを用いた英語活動の授業

における言語や文化についての学習の際の、児童による自固と他国の言語に対す

る「気づきJに着目して、論じる。岩手県盛岡市内の二つの小学校で実施された

二つの授業実践について、認知的 SLA理論を援用して、子どもの発言苦から目標

言語のinputを辿り、言語の認知過程の一つで、ある noticing(気づき)を分析した。

分析の視点としては、 Ellis他が述べる絵本の価値、 Hallの述べる読み聞かせ指

導段階論、長谷川の述べる教材の機能の三つに依拠した。

1. 先行研究

1.1 絵本の読み聞かせの価値

絵本の読み聞かせの価値について所説ある中で、 Ellis，G. & J， Brewster.ら

(1991)は、以下のように述べている。

-授業でストーリーを聞くのは社会的な経験である。ストーリーテリングは、

笑い、悲しみ、興奮、楽しい期待とし、う共通の反応を引き起こし、自信の構

築に役立ち、社会的、情緒的な成長を促す。

・ストーリーを聞くことによって教師は、子どもたちの思考を豊かにし、次第

に彼ら自身も使うようになっていく表現に浸らせながら語棄や文構造の導入

や復讐を行うことが出来る。

・スト}リーを聞くことは、子どもたちが言葉のリズム、イントネーション、

発音を知るのに役立つ。(P.238)

1.2 認知的第2言語習得における言語習得の過程

村野井他 (2001)は、認知的第2言語習得 (secondlanguage acquisition、以

下、認知的 SLA)に照らして言語習得の過程における「気づきJについて述べて

いる。認知的 SLAとは、第 2言語がどのような過程を経て習得されるのか、そ

の認知メカニズムについて解明しようとする学説である。図1は、インプットの

気づき、理解、内在化、統合などの認知プロセスが連続することによりアウトプ

ットが可能になるという情報処理型のモデ、ノレを示す。インプットがあっても、そ
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れに気づかなければアウトプットにつながらず、気づきはインプットを言語習得

に導くプロセスの最初のステップとなっている。
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図1 第2言語習得の認知プロセス

*E血s1994， 1997， Gass 1997， Skehan 1998に村野井が修正を加えた

もの (2001) (村野井他2001，p.45) 

1.3 英語絵本の読み聞かせ

Hallによれば、読み聞かせの指導は、次の三つの部分から構成するのが基本で

ある(200ω。Pre-sω巧rte血ng，駒市elling，post-storytellingである。今回分析対

象にする pre"sωw飴血且gの目的は、読み聞かせされる物語に対する子どもの興

味を刺激することである。また、読み手は子どもに物語を聞く理由や、物語を聞

きたいとしづ切実な思いを与えるという、読み聞かせ活動の成否を分ける重要な

役割を担っている。

1.4教材の機能

長谷川 (2010)は、教材の機能は、教師の意図と子どもの学ぶことから説明で

きると述べ、教材の機能の一般的な捉え方として、下記の4つを挙げている。

①学習の動機づけや意欲喚起の機能 ②直観やイメージを引き起こす機能

③理解の機能 ④練習や応用の機能
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2.研究課題

任胎本を用いた授業における言語に対する気づきは、読み聞かせ(言語，動き)と絵

がセットとなったinputを与えられたときになされる。

@pre.sωηtellingにおいて学習が意味世界へといざなわれたとき、 sωrytelling

での「言語に対する気づきJが生じる。

③教師が英語絵本に持たせた機能が異なると、絵本を用いた授業における言語に

対する気づきも異なる。

3.研究方法

平成22年度岩手県内で開催された CMCP(Collaborative Model Curriculum 

Developing Project)研修会(実描主体:岩手大学、連携:盛岡市教育委員会)に

おける実験授業のうち 2授業を対象とした。その内容は表 11こ示すとおりである。

表 1 分析対象

項目 授業A 授業B

日時 平成22年 11月 平成22年 11月

児童 5年生 41人 6年生 27人

場所 A小学校 B小学校

T1ω、学校耕命i)T2ω、学校教諭 T1ω、学校教諭) T2ω、学校教諭)

教師 T3(中学校英語教諭 T3 (中学校英語教紛占

T4(中学校英語教諭) T4(中学校英語貌命)

絵本 "Hats!" "I'd Really Like to EatA Child" 

『英語ノート』の LESSON5を 『英語ノート』の LESSON9 rラン

授業 教える予定。 LESSON5では、 チ・メニューを作ろう」を指導する時

立案 色や洋服について扱われている 期。この課の指導項目は、丁寧表現で

。コ ので、その前にその内容に興味を あり、この指導項目と絵本の文章の文

動機 もたせたくて、この絵本を使うこ 法事項が合致していたため、この絵本

とにした。 を使うことにした。

到達 絵本を楽しんで、ほしい。絵本のメ 絵本にある文法項目「丁寧な表現」を

目標 ッセージを受け取ってほしい。 習得してほしい。

CMCPは小学校教員と中学校英語科教員を対象とした小・中学校連携による協

働的研修プログラム開発プロジェクトである。授業Aと授業Bは、このプロジェ
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クトに参加した教師たちの二つのグ〉レープがA小学校とB小学校で、実践したもの

である。データとしては、授業見学・授業研究会への参加による観察記録と授業

を撮影したビデオを文字起こしした記録を用いた。

4.分析結果

4.1 inputの与え方

A小学校の授業記録から、「教師による input→児童の反応Jという組み合わ

せを抽出した。児童の反応(発話)が 15例見られた。反応はすべて日本語だ、っ

たことから、 inputの後 noticing (気づき)があったが、血回ke/ integration 

と続かず英語の outputとはならなかったと思われる。しかし、内容的につなが

っているので、 inputの後 no首位19→comprehensionというプロセスは経てい

ると考えられる。児童の発話を導いたinputを調べると、すべて読み聞かせと絵

の提示が同時になされていた(表2)。

表2 A小学校における児童の発話と input

No 児童の発話を引き出したinput
児童の発話

言語 視覚要素

君の帽子は、いい帽 Cool hat! (T3→T2) A monitor picture 

子じゃない均、 Hey， guys! Cool hat! (T4→T2&T3) Paperhats 
1 

Oh，出国hat!(T4→T3) Aplay(T3→T2) (T3→T4) 

Yourhatism曲!Very pretty! (T3→T4) (T4'→T3) (T4→T2， T3) 

君の帽子はいい帽子 Cool hat! (T3->官) Amonitor picture 

じゃないか。君もい Hey， guys! Cool hat! (T4→官，T3) Paperhats 

2 っしょにサッカーし Oh，凶.ahat! (T4->T3) Aplay(T3→T2)(T4→叩) I 

ょう。 Yourhat出回目!Ve巧'pretty!(T4→四) (T3→T2) (T4→T2，T3) 

I..et'splay s∞田r目 (T3→T2)

君にその帽子とって Cool hat! (T3→官) A monitor picture 

も似合ってるよ。 Oh，凶田 hat!(T4→T3) Paper hats 

3 Yourhatお凶ωVeryp四 tty!(T3→T4) A play (T3→τ'2) (T3→T4) I 

(T4→T3) 

僕はその帽子を気に 1 really like... this hat ('1'2) Amonitor picture 
4 

入っているよ。黄色 1 like the red and blue∞lors C官) Paperhats 
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い帽子もかっこいい 1 Iike the pink and red ∞，]0回目 (T3) Aplay 

んじゃないの。 Cool hat! (T3→T2) (T2) (T3) (T4) (T3→τ'2) 

1 Iike this orange and yellow hat(T3) 

僕たちはこの帽子が 1 really Iike... this hat (T2) A monitor picture 

気に入っているし、 1 Iike the red and blue colors(T2) Paperhats 

5 君の帽子もかっこい 1 Iike the pink田ldred∞，10四.(T3) Aplay 

し、カ冶ら、し、っしょに Cool hat! (T3→官) (T2) (T3) (T3→τヨ)

遊ぼうよ。 Let'splays目加工 (T3→T2)

君の帽子も似合って Yourh且.tisnil田!Verypre町 !(T3→T4) Amoni士orpicture

6 いるよ。一緒に遊ぼ Let's play s町田r.(T3→T2) Paperha匂

うよ Ap1ay(T3→T2)(T3→T4) 

あの人の帽子も変な Hey! That's not a g'∞dhat. (Tl→T2) A皿onitorpicture 

のにね Hey! Ugly hats! (Tl→T2，3ρ Paperhats 
7 

A play.(Tl→官)(Tl→T2， 

3，4) 

ひどいよね Hey! That's not a good hat. (Tl→官) A monitor pictu毘

You don't like my hat? C官→Tl) Paperhats 

He doesn't Iike my hat. Good bye my hat. Aplay(T2) (Tl→T2) 
8 

(τヨ) (官→Tl) (Tl→T2， 3， 4) 

Hey! Ugly hats! (Tl→.T2 ，3 ，4) 

He doesn't like our hats. (T2) 

初めは、からかつて Hey! That's not a g'∞dhat. (Tl→T2) Amonitor picture 

いた(中略)最後に Hum!(Tl) Paperhats 

9 は、三人の、あの、 Hey! Ugly hats! (Tl→T2，3，4) Ap1ay(Tl) (Tl→T2) 

その帽子がいいねっ Good hat! (T2， 3， 4→Tl) (T2， 3， 4→Tl) (Tl→官， 3， 

て言われて 4) 

三人に帽子のことの Hey! That's not a good hat. (Tl→T2) Amoniωrplctu四

悪口を言っていた Hum! (Tl) Paperhats 

10 Hey! Ugly hats! (Tl→T2， 3， 4) A play(Tl) (Tl→T2) (Tl 

→T2， 3， 4) 

最初は三人をからか Hey! That's not a g'∞dhat. (Tl→τヨ) A monitor picture 
11 

っていた人が、さい Hum!(Tl) Paperhats 
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ごに、その帽子似合 Hey! Ugly hats! (T1→T2， 3， 4) Aplay(Tl) (T1→T2) 

ってるよみたいなこ Good hat! (T2， 3， 4-→T1) (τ'2， 3， 4→T1) (T1→.T2， 3， 

とを言って 4) 

最初はからかってい Hey! That's not a g凹 dhat.(T1→官) A皿onitorpicture 

た子が、最後にはそ Hum! (Tl) Paperhats 

12 の帽子をほめられて Hey! Ugly hats! (T1→T2， 3， 4) Aplay(T1) (T1→T2) 

Goodhat! (T宮， 3，4'→T1) (T2， 3， 4→T1) (T1→T2，3， 

4) 

最初は三人をからか Hey!τ'hat's not a g'∞dhat. (T1→也) Monitor picture 

って、悪いと言って Hum!ぐrI) Paperhats 

いた人が、最後には、 Hey!Uglyha包!(T1→T2， 3， 4) Aplay (T1) (T1→T2) 
13 

三人の帽子をほめて Your hat is very g∞od. (T1→T2) (T1→T3) (T1→T4) 

くれて Your hat is very ni品田!(T1→T3) (T1→T2， 3，4) 

Your hat is very beeaut由u叫!(T1→'T4)

自分たちの帽子を変 Hey! That's not a g∞dhat. (T1→T2) A monitor picture 

だと言われていたの Hey! Ugly hats! (T1→T2， 3， 4) Paperhats 
14 

Aplay (T1→T2) (T1→T2， 

3，4) 

さんざん悪口を言わ Hey! That's not a g'∞dhat. (T1→官) Amonitor picture 

れた三人 Hum!(Tl) Paperhats 
15 

Hey! Ugly hats! (T1→T2 ，3，4) A play (T1) (T1→T2) (T1 

→T1， 2， 3) 

NO.lの発話を見てみると、絵本の絵が大きなモニターに提示され、教師は紙

製の帽子をかぶり寸劇を演じている。 T3から T2へ“c∞，lhat，"T4から T2&T3

へ、守おお guys!Cool hat!" T4からT3へ“Oh，nice hat!" T3からT4へ吋ClUrhatis 

nice! Very pretty!"と会話をしながら演じている。(*以後、教師は必ずモニター

の絵が提示する場面を演じる。このとき、 4人の教師は 15場面とも同じ帽子を

被りながら、同じ役を通して演じていた。)

“Coolhat!"“Oh，niωhat!"“Your hat is nice! Verγpretty!" の発話の中にある

もat"の言誇による inputと、絵や朝市が被っていた紙製の帽子の視覚的なinput

からもat"が「帽子」の意味だと気づき、理解へとつながっている。

“Your hat is niω! Verypret勿!"にある守our"の言語による inputと、 T3が
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T4が被っている帽子を示しながら会話しているところや絵としヴ視覚的 input

から吋uu"が「君」の意味だと気づき、理解している。

また、%∞y'“血ぱ'“pre句"という形容詞についても、“coolhat"“祖国 hat"

“Your hatお 山.ce!鴨 rypretty!" と言語での inputが教師の表情やイントネーシ

ョンにより肯定的なイメージとつながり、絵の雰囲気もあわせて、「格好いいJrし、
し、JrすてきJとしづ意味だと気づき、理解につながっている。

このことから、目標言語と絵などの視覚的材料が同時に inputとして与えられ

ると学習者の気づきがなされることが分かる。

B小学校では、言語に対する気づきを経た児童の反応(発話)が 9例見られた。

それぞれに対する inputを辿ってみると、どの反応にも読み聞かせのみではなく、

紙人形を用いての読み聞かせがなされていた(表3)。

表3 B小学校における児童の発話と input

No 児童の発話を引き出した input
児童の発話

言語 視覚的要素

えワ T3 <narration)・AchillesIikes banana very much. Stickpuppe臼

嫌いになったの? Every morning Ac悩lleseatbanana . Achilles 

T3 : But， one morning， Achilles don't eat banana目 . Mama crocodile 

Tlω1ama)目Acl温les， Apicture card 
1 

T4仏chilles): Yesワ • bananas 

Tl : Do you want banana? 

T4・Banana?No， 1 don't. 

Tl・Umm...?

お母さんのわにと、 Tl・Achilles，what would you Iike? Stickpuppeぬ

Mommyが、 ・・・のわ T4 : rdlike... . Achilles 
2 

にに、何が好きって . Mamacro∞必le

聞いてた。

ええと、アキレスワ Tl:τ'his is Achilles. Stick puppets 

T3 : Achilles Iikes banana very much. Every . Achilles 

3 morning Achilles eat banana. . Papaαocodile 

τ'2 (Papa) : Achilles! .Mamaぽ 0∞dile

T4: Yes? Pictu毘阻rds
」 」



No.13 (2011) 25 

官:Achilles， do you want donuts? ， bananas 

官 :Ach血es，do you want cake? ， donuts 

Tl: Ach皿.es. ， cake 

T4: Yes? 

τ'2 : Achilles 

T4: Yes? 

Tl : Achilles， what would you like? 

何か好き嫌いが多い Tl : Achilles， Stick puppets 

から、これ食え、こ T4:百s? ， Achilles 

れ食え、食え食え食 Tl : Do you want banana? ， Papaぽ日:odile

え食え、これ嫌い、 T4:B問自国.?No， 1 don't. ，1¥伝macrocodile 

これ嫌い、嫌い、嫌 Tl・U=...? Picture cards 

い、いやだ、いやだ、 官:Doyouw四 tsa田 age? ， bananas 

いやだと全部嫌いだ T4 : Sausage?あ， No， 1 don't. ， sausages 

から000 Tl : Do you want salad? ， salad 

T4 : Salad? No， 1 don't. ， donuts 

官 :A池山es，doyou w宿泊 donuts? ， sandwiches 
4 

T4 : No， 1 don't ， cakes 

Tl : Do you want sandwich? 'lcecreams 

T4 : Hum.. .No， 1 don't. ， ramen 

τ'2 : Achilles， do you want cake? • S田 hi

T4 : Cake. No， 1 don't目

Tl : Would you want ice cream? 

T4・I田 cream...N庄町田.

T2 : Would you like ramen? 

T4・Ramen，oh…No，1 don't. 

Tl : Would you like sushi? 

アキレスは、毎日パ T3:But，one皿orn泊g"主chillesdon't eat b町田na. Stick puppets 

ナナを食べてたけ Tl : Do you want bananaワ . Achilles 

ど、ある日、何か食 T4 : Banana? No， 1 don't. • Papacro∞dile 
5 

ベ物が全部嫌いにな T2・ Doyou want sa田 ageヲ . Mama crocodile 

った。 T4・Sausageワあ， No， 1 don't. Picture cards 

Tl : Do you want salada? . bananas 



26 『岩手大学英語教育論集』

T4 : SaIad? No， 1 don't. • sausages 

T2 : Achilles， do you w却 ltdonutsヲ • saIad 

T4 : No， 1 don't. • sandwiches 

Tl目 Doyou want sandwich? . cakes 

T4 : Hum...No， 1 don't. . lce creams 

官Achilles，do you want cake? . ra工nen

T4 : Cake. No， 1 don't. . sushi 

Tl・Wouldyou want i出 C四 a皿ワ

T4: L田 αeam...N∞o∞.

τ'2 : Would you Iike ramen? 

T4 : Ramen， oh...No， 1 don't. 

Tl : Would you Iike sushi? 

T4: Sushi...Umm...No... 

んと、毎朝ノくナナ食 T3: Eve巧Tmorning Achilles eat banana Stick puppets 

ベ続けていて、んと T3 : But， one morning， Achilles don't eat banana. . Achilles 

まあ、バナナが嫌い Tl目 Doyou want banana? • Papa crocodile 

になったから、お母 T4・Banana?No， 1 don't .1¥白血acr∞odile

さんたちがこれ食べ τ'2 : Do you want sausageワ Picture cards 

たらって言ったけ T4 : Sausage?あ， No，1 don't 'b町田E且S

ど、これいらねーっ Tl・Doyou want saIadaつ . sausages 

てなって、ま、その T4 : SaIad? No， 1 don't . saIad 

繰り返しで、最後に T2 : Achilles， do you want donuts? . donuts 

お母さんが、んじゃ T4 : No， 1 don't. . sandwiches 
6 

何が食べたいのと聞 Tl : Do you want sandwich? • cakes 

いて、 T4 : Hum...No， 1 don't. . lcecreams 

1'2 : Achilles， do you want cake? . ramen 

T4 : Cake. No， 1 don't. . sushi 

Tl : Would you want i曲目四m?

T4: 1ce cream...N目別O

官:Would you Iike ramen? 

T4 : Ramen， oh...No， 1 don't. 

Tl : Would you凶resushi? 

T4: Sushi.目.Umm・..No...
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Tl:勾billes，what would you like? 

でかくなるの? 1have 句...1have ωgrow bigger. Tl 

7 A story illus位a飽d

with pictureωrds 

子どもが・・・食えない Tl: 1 eat a lot of banana and 1 grow biggerω Tl 

8 から? eat achild A story illustrated 

withpictu盟国rds

バナナを食って鍛え Tl・1eat a lot of banana and 1 grow bigger旬 Tl 

9 ょうと恩った。 eat a child As句巧r出.us位a旬d

withpictur定cards

B校の最初の児童の発話を表3から拾ってみると、その時、教師は紙人形を使

った演技をし、その中で、 T3が“'Achilleslikes banana very much. Every 

morning Achilles eat banana人官ut，one morning， Achilles don't eat banana." 

と言い、 Tlが“Doyou want banana?"と尋ね、 T4が“Banana?No， 1 don't."と

応じるやりとり (interaction)がある。

“'Achilles likes banana very much. Every morning Achilles eat banana."の

“'Achilles likes banana very much"という言語による inputと、紙人形、絵カー

ドによる視覚的inputから、児童はアキレスがバナナを好きであることに気づき、

“'Achilles don't eat banana."や句oyou want banana?"に対する官anana?

No， 1 don't."とし、う否定詞を使用した言語による inputと、紙人形、絵カードに

よる視覚的材料inputから、アキレスがバナナを嫌いになったと気づいている。

また、否定詞が肯定文の後に比較という手法で提示されていることや、教師のや

りとり(血teraction)によって示されていることもこの新しい言語形式の理解を

容易にしたと思われる。

しかし、発話全体を通して見てみると、「子どもの成長」とし、う物語のメッセー

ジは B小学校では十分に理解されていなかった。授業の目的として、 A小学校

では児童が絵本のメッセージを受け取ることが目指されていたが、 B小学校では

言語の形式が目標であり、絵本のメッセージは授業者自身が目指していなかった

ことを反映していると思われる。

4.2pre-sωηもelling段階での指導法

A小学校と B小学校の授業を分節(意味と活動のかたまり)に分け、
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pre-sω，rytellingの段階を割り出し、 2つの授業における pre-sω巧北e出ngを詳し

く分析した。

表4 A小学校の授業の分節

τeaching 
Dnit 官'ime Inぬntions Activities 

Mate討討s

ぴ00 -Make students speak G即 tthe HRT in EngJish The 

1 ~ EngJish ut匂ra且田 by

2'30 Tl=@ 

-Make students amazed -Get students to meet出e3 people 恒田

2'30 and interest必din guest ∞m泊ginωtheclass槌 guest utten祖国 by

2 ~ teachers 旬ache問 T2， T3， T4 

4'28 ー“Friends"make it e酪 y -Listen to the in針。ductionof guest 可D

fur students目 teachers担金iendsofthe Tl by Tl 

Make students u田 -Sing “Hello Song" with the CD CD=(!渇
4'28 

English吐ll'Ough田ng.
3 ~ 

Students have 
5'02 

fam出arized出お田ng.

In位。ducestudents ω -Pre'Story旬出ng Clothes of 

guest teachers becau館抗 .Listenωthe extolled irr位。duction Tl，τ'2， T3， 

W田 their宣rstm田ting about the clothes of the 1王RTand T4 

-Make them interested in guest teachers in EngJish 〈以叡2)

the guest teachers by . Answer whether they like the hat 

the廿 clothesandぬink or not in EngJish. 
5'02 

what they will do in 
4 ~ 

class. 
9'23 

. Make them experien田 a

∞nversation with guest 

ぬachersin EngJish. 

Help students 

understand the ∞n旬nt

ofthe story目

」 一一
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. Help students田ethe .Sωrytelling Picture book 

pictu四 s by showing . Listen to the s回 y“Hats" and (Picture 

them on a wide monitor. watch a play put on by the 岨rds)

Make students talk teachers 〈ひ:g)

9'23 about their impressions ーτ'hink踊 oneof the characters in Aplay 

5 ~ on the story. g‘Hats." Paperhats 

23'26 . Guess what the next民 enewill be 当叡ID

with their neighbors Contenド②

.Listen初 theremaining sω，ryand Consulting 

watching the teachers the next 

. Speak their impressions about scene 

thesωry. =CD 

Make students talk . Post. Storytelling Picture b∞k 

about colors and clothes ーτ凶 theirimpressions of the story 可IDd)

be問国ethe Tl would like Gncluding the play) of“Hats" Paper hats 
23'26 

students 旬 involve it . 'Thll the English words of吐le 当:D
6 ~ 

while 旬出ng their Sωry Gncluding the play) of Clothes of 
31'59 

impressions ofthe s旬ry・ “Hats" and the Pre.Sto巧rtelling. Tl， T2， T3， 

T4 

=@ 

Let students know what . Announ田 thatin the next class τ'he 

31'59 they will study in the Le曲on5 of the “English Note" u抗eranceby 

7 ~ nextclass will be taught. Tl，τ'2， T3， 

38'28 .Li此enωtheimpressions of the T4 

guest teacllers =CD 

※teach:ing matβrialにある①~④は、1.4教材の機能 にある長谷川(2010の分

類を示している。

表5B小学校の授業の分節

Intentions I Activities 

M法estudents speak I Greet Tl， T2， T3 and T4 in E帥 h

inEnglish 
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2 

3 

1'15 

1'15 

-3'54 
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Tl，τ'2， T3， 

T4=@ 

Make two of the I In飴rviewa boy， a girl and one of I Tl and 2 

studen土s speak 泊 Ithe teachers students 

English with other 当;t@

students listening 加

their∞nversation. 

Let students know who I List阻初泣盟毘lfintroductions of I The 

3'54 I the guest teachers are in I the T2， T3 and T4 utteran田 by

T2， T3， T4 

=<D 

-4'35 I the class目

-Let students know who I・p田・S旬巧r白血且g I Tl=@ 

the characters訂 einl-Lis旬n旬出eintroduction of the I Paper 
4'35 

4 I I the picture book I ch泣前七ersofthep叩tureb∞k. I puppets 

5 

6 

-5'42 I I I 

5'42 

-13'13 

Make students I I =(ぴID

m旬田S旬din吐les旬匂・

-Introdua students ωI -8ωryte出ng1 I Tl， T2， T3， 

the expression，“Wo吋dlーListen旬出es旬巧rte出ng:"fd I T4可ID

you 日目-1" and "fd I ReallyLike'IbEatAChild." I Paper 

like-" that appears in I -Watch a play using paper puppぽs. I puppets 

the lesson of En.抑 11I -Thll what the 蜘 ryw田 fromthe I =@ 

ぬ'te. s阿武toaa此包n民 ene. Picture 

Help students I ・官yωlistento what the mommy I ωrds 

understand the content I crocodile旬IdAchill田 | 可 g )

ofthe story 

Let students know I -'Ib know what the da内 goal田. Black board 

what the class's goal担 I-Watch the demonstration of the I =@ 

-Make students watch a I teachers. Picture 

13'13 I demonstration to know I -Drill the minimal pair senten田 |ωrds

-18'33 I w hat they will do. 組sk. 可ID

-Make students do the E四.T and 

dr山田 they回 ns肝心E guest 

the English teachers 
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7 

exp田 SSlOns 可否

.M法e坑udentswatch a I . Watch the demonstration of how to I HRT and 

demo回国tionωknowI play the pyramid game which is担 IGuest 

what they will do. I interview game. I teachers喝

M法.e stude臨 I. Playthe伊阻idgametwt田

18'33 I 也.teres匂d in the 

-33'00 I picture book by playing 

agame 

Make students阻k

with classmates and 

guest teachers 

Ahandout 

可aX1l

Picture 

αrds 

判鈎

.M北estudents think I・τ'hinkw hat Achilles wOlUd like to I 1王RT and 

what Achilles wants to I eat. I Guest 

eat. I . Interview classmates about what I teachers可ID

33'00 l' Make students I they think that Achilles wants to I Paper 
8 I I I 

-43'22 I interview ωclassmates I eat. I puppets=⑤ 

theirp四dict. Conten臼=@

Interview= 

① 

ーTellthe rest of the I . Sωηtelling 2 T1喝
43'22 

9 I I蜘 y旬 givestudenぬ|・Listento the 由主y“rdReally Like I Pap目
-45'35 I I I 

AE凶 les'answe四 |τbEat A Child" with picture cards. I puppets=@ 

. Find wh拙 er蜘 dentsI . M北e蜘 d附 st馳 血d珂 lainI Pt蜘 eb∞k
45'35 

10 I I understood what the I why Achilles started to eat I =@ 
-46'17 

storywas. bananasag自立

. Make students write I . Write down selfevaluation sheet. I Tl=③ 

down their self I . Greet to HRT and伊 estteachers I Self 
46'17 

11 I I evaluation. I in English evaluation 

sheeド③
-52'16 

Mal互e 抗udents

app四 ciateteachers. 

※teachi且gmaterial にあるCD~④は、1.4 教材の機能 にある長谷川(2010の分

類を示している。
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A小学校では、表4に示すように、pre-storytellingは第4分節で行われており、

4分21秒費やされている。指導意図は、「ゲスト教師の紹介Jや「教師らの着て

いる様々な服に興味を持たせるJrゲスト教師と会話をするJr授業の内容を紹介

するJと四つあった。言い換えると、この時間の活動の目的は、意味のある世界

の中で本時に扱う言語を導入することだ、った。この後、 sωryte山崎の分節で、

児童の言語に対する気づきと瑚宇治"15例あった(表2)。

B小学校は、 pre-sω町白血ngはA小学校と同じく第4分節に見られるが、所

要時間は 1分7秒に過ぎない。指導意図は絵本の登場人物を知らせることだった。

児童には、 sto明 elling1を通して 6つ、 sω巧北e出ng2を通して 3つ、合計9例

の言語に対する気づきが見られた(表3)。

これらのことから、 pre-sωryte出ngは言語への気づきを促進する有用な活動

であり、また、目標とする言語・言語項目を意味のあるものとして扱うことが言

語に対する気づきをさらに促進すると考えられる。

4_3教材の機能

2つの授業の各分節が長谷川 (2010)の示す4つの教材の機能のうちどの機能

を持っているかを分節して、授業記録(表4，5)をもとに分類し、それらの所要時聞

を表6表7にまとめた。

表6 A小学校における英語絵本の機能 総授業時間:38'28 

機能 回数 総合時間

①学習の動機づけや意欲喚起の機能 6 26'25 

②直観やイメージを引き起こす機能 5 18'24 

@潜解の機能 4 12'18 

@練習や応用の機能 5 6'33 

表7 B小学校における英語絵本の機能 総授業時間:52'16 

機能 回数 総合時間

①学習の動機づけや意欲喚起の機能 3 4'01 

②直観やイメージを引き起こす機能 6 23'13 

③瑚草の機能 12 5ぴ20

④練習や応用の機能 5 22'41 

※同時に複数の機能を持つことがあった。
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表6と表7から、英語絵本は長谷川が述べる教材の4つの機能すべてを持って

いることがわかる。しかし、授業においてどの機能を発揮させるかは、授業者の

教材使用の意図によって異なっている。 A小学校では、主に学習の意欲付けに用

いられているのに対し、 B小学校では、主に読み聞かせの内容や言語・活動方法

などの理解に用いられている。

A小学校の児童に言語に対する気づきゃ絵本のメッセージの理解がより多く見

られたことから、耕刺激材に学習の動機づけや意欲喚起機能を持たせて指導す

ることが、英語絵本を使った授業において児童の言語に対する気づきや理解を促

進するのに有効であると考えられる。

6.結論

本研究では、次のことが分かつた。

英語絵本 "Hats!"と"I'dReally Like To Eat A Child"を用いた英語活動では、

① 読み聞かせと視覚要素(絵や教師の演技)がセットでinputされることに

より、言語に対する気づきが促進された。

② pre.sωrytelling活動は言語への気づきを促進する有効な活動である。ま

た、絵本で扱われている言語を意味のある文脈の中で扱うことによって、

sωηte臨時において言語に対する気づきがさらに促進された。

③ 英語絵本の教材としての機能は、教師の指導意図を反映し、教師が教材に

持たせる機能が異なると、言語に対する気づきは異なる。学習の動機づけ

や意欲喚起の機能を持たせることは、言語への気づきゃ理解の促進に有効

で、あった。

7.今後に向けて

本研究は、いくつかの限界を有している。まず、サンプルが二っと少なく、結

果を直接一般化することが困難であり、探求的な研究である。次に、研究した学

年、児童数、扱った絵本にばらつきがあるため、資料集面で今後はより統制を効

かせる必要がある。そして、今回は解釈の判定者が複数で、なかったが、複数で判

定にあたると、信頼度を高めることができる。さらに、授業の記録の方法にピデ

オを用い、文字起こしを行い、出来る限り多くのの児童の発話を記録する努力を

したが、すべての児童の発話を分析対象とすることができなかった。

しかし、平成23年度小学校高学年での外国語(主に英語)活動の完全実施を

目前にして、実際の授業に活用できる示唆を得ることができた。より多くの英語

絵本を使った実践、より計画的な手続きを活用した研究を継続することにより、
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さらに英語活動を効果的にする手法・視点、を研究する道が開けていると考える。

(自主授業において発話された英語は、そのまま表記した。
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